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　つくし湖は筑波山の麓にある霞ヶ浦用水の人口湖です。湖の周辺にはソメイヨシノが
植えられており、風がなく穏やかな日には湖面に逆さ筑波（筑波山）と桜を映し出す、
美しい光景が見られます。近くには筑波山への登山道もあり、ハイキングコースとして
も人気のスポットとなっています。



2

一般議案に　

　対する

議 案 審 議
　令和５年第４回定例会は12月5日　令和５年第４回定例会は12月5日
から8日まで開催され、多岐にわたから8日まで開催され、多岐にわた
り審議が行われました。その中から、り審議が行われました。その中から、
主な質疑を掲載します。主な質疑を掲載します。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

問　
条
例
案
を
読
む
と
、
市
が

犯
罪
被
害
者
等
に
「
遺
族
見
舞

金
30
万
円
、
重
症
病
見
舞
金
10

万
円
」
を
支
給
す
る
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
例
を

提
案
す
る
理
由
や
近
隣
自
治
体

の
条
例
導
入
の
状
況
を
伺
う
。

答　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

や
ご
家
族
の
方
は
、
あ
ま
り
に

突
然
の
こ
と
で
生
活
再
建
は
お

ろ
か
、
日
常
の
暮
ら
し
さ
え
ま

ま
な
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
本
条
例
は
こ
の
よ

う
な
方
々
を
支
援
し
て
い
く
た

め
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

見
舞
金
は
、
犯
罪
被
害
者
等

が
犯
罪
行
為
に
よ
り
心
身
に
影

響
を
受
け
、
仕
事
に
行
け
な
く

な
る
な
ど
、
経
済
的
に
困
窮
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
に
も

犯
罪
被
害
者
給
付
金
支
給
法
の

支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
申

請
か
ら
支
給
ま
で
最
低
半
年
以

上
要
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
国
が
給
付
金

を
支
給
す
る
ま
で
の
期
間
に
支

援
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
で
条
例
を
制
定
済
の
自

治
体
は
、常
陸
大
宮
市・潮
来
市・

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

総
務
分
科
会
で
４
点
に
絞
り
、

統
合
準
備
委
員
会
で
「
真
壁
学

園
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
10
月
23
日
の
教
育
委

員
会
で
「
真
壁
学
園
義
務
教
育

学
校
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

今
回
の
条
例
提
案
と
な
り
ま
し

た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

問　
令
和
6
年
11
月
に
完
成
予

定
の
複
合
施
設
の
指
定
管
理
者

は
、「
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
・

ア
ビ
ッ
ク
共
同
事
業
体
」
を
指

定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

会
社
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
（
株
）
図
書
館
流
通
セ
ン

タ
ー
は
、
東
京
に
本
社
を
置

く
図
書
館
業
界
最
大
手
で
す
。

（
株
）
ア
ビ
ッ
ク
は
水
戸
市
に
本

社
を
置
く
ビ
ル
の
清
掃
業
務
・

管
理
等
を
行
う
施
設
管
理
業
者

で
す
。
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

が
受
託
す
る
水
戸
市
の
図
書
館

で
は
、
施
設
管
理
の
部
分
を
ア

ビ
ッ
ク
が
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
筑
西
市
の
2
つ
の
図
書
館

（
明
野
・
筑
西
）
は
、
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
の
交
付

問　
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
さ
れ
て

い
る
印
鑑
証
明
書
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。

答　
令
和
４
年
度
は
１
，
４
１

９
件
、
令
和
５
年
度
は
２
，
７

３
１
件
で
す
。

問　
市
役
所
窓
口
と
コ
ン
ビ
ニ

の
交
付
手
数
料
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
役
所

窓
口
は
３
０
０
円
、
コ
ン
ビ
ニ

は
１
５
０
円
で
す
。

旧
高
久
家
住
宅
の
使
用
料

問　
使
用
料
は
１
か
月
で
1
万

円
で
あ
る
が
、
１
年
間
12
万
円

で
借
り
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
1
か
月
1
万
円
で
最
長
1

年
間
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
場

合
は
1
か
月
ず
つ
支
払
い
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　
光
熱
費
の
支
払
い
は
ど
ち

ら
が
持
つ
の
か
。

答　
光
熱
費
等
の
経
費
も
換
算

し
て
、
1
か
月
1
万
円
と
い
う

算
出
を
し
て
い
ま
す
。

※
旧
高
久
家
は
真
壁
町
真
壁
の

伝
統
的
建
造
物
に
な
り
ま
す
。

行
方
市
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

問　
こ
の
条
例
の
改
正
は
、
何

を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
、
次
世
代
の
育
成
支
援
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
と
聞

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
年

金
や
健
康
保
険
、
国
民
年
金
に

は
既
に
免
除
制
度
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
ま
し
て
、
国
保
も
同

様
の
対
応
を
求
め
る
附
帯
決
議

が
国
会
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
改
正

問　
令
和
７
年
４
月
か
ら
、
谷

貝
小
・
樺
穂
小
・
桜
川
中
・
桃

山
学
園
の
４
校
が
統
合
さ
れ
１

つ
に
な
る
が
、
校
名
が
「
桜
川

市
立
真
壁
学
園
義
務
教
育
学

校
」
に
な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
令
和
４
年
10
月
か
ら
保
護

者
等
52
名
か
ら
な
る
統
合
準
備

委
員
会
を
設
置
し
、
今
年
５
月

か
ら
校
名
の
募
集
を
始
め
ま
し

た
。
９
６
３
名
か
ら
２
５
９
点
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一
般
会
計
補
正
予
算

こ
ど
も
食
堂
支
援
事
業

問　
こ
の
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

子
ど
も
孤
食
の
減
少
を
図

る
目
的
で
、
こ
ど
も
食
堂
支
援

事
業
補
助
金
を
5
万
円
計
上
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
子
ど
も
に

食
事
を
提
供
す
る
団
体
に
対
し

支
給
す
る
補
助
金
と
な
っ
て
お

り
、
月
1
回
の
開
催
で
年
間
5

万
円
、
月
2
回
の
開
催
で
年
間

10
万
円
が
上
限
で
す
。
今
回
団

体
か
ら
真
壁
伝
承
館
を
使
用
し

て
、
こ
ど
も
食
堂
を
月
1
回
開

き
た
い
と
い
う
申
請
が
あ
っ
た

の
で
、
年
間
5
万
円
の
補
助
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
応
援
寄
附
金

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

一
般
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
応
援
寄
附
金
2

億
円
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

こ
の
2
億
円
は
一
般
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
寄
附

金
の
積
立
金
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
の
か
。

答　

積
立
金
2
億
円
は
、
寄
附

す
る
方
が
選
ん
だ
使
い
道
ご
と

に
一
旦
積
立
を
し
ま
す
。
そ
の

後
ど
う
い
っ
た
事
業
を
行
う
か

に
よ
っ
て
、
積
立
金
を
崩
し
て

使
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
そ

の
ま
ま
積
立
金
の
歳
入
に
応
じ

た
予
算
を
歳
出
で
組
ん
で
い
ま

す
。

　年４回（３・６・９・12月）の定例会や臨時
会の会議録は、開催月の３ヵ月後にホームページ
にアップされます。

　　桜川市 会議録　で検索

市議会の会議録が

閲覧できます

市のホームページから

①「桜川市議会」をクリック ②「会議録」をクリック→会議録画面が見られます

桜川市議会
会議録
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第４回定例会（12月５日〜12月８日）審議された議案と結果
条例の制定・改正
犯罪被害者等支援条例 可決
印鑑条例の一部改正 可決
手数料徴収条例の一部改正 可決
手数料徴収条例の特例に関する条例の一部改正 可決
国民健康保険税条例の一部改正 可決
旧高久家住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 可決
市立学校設置条例の一部改正 可決
補正予算
一般会計（第５号） 可決
介護保険特別会計（第３号） 可決
人事・その他
公平委員会委員の選任 同意
和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事項の報告 報告
債権の放棄（２件） 可決
指定管理者の指定 可決
市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決

 年４回（３・６・９・12 月）
の定例会や臨時会の議会映
像は、市議会ホームページ

（Youtube）で配信します。

市 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ で
市 議 会 の 映 像 を 視 聴 で き ま す！

市議会ホームページの【議会
録画（映像）】から視聴でき
ます。

『桜川市議会』で検索

ここをクリック
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北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
よ
る
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
が
、
今
年
は
4

回
発
令
さ
れ
て
い
る
。
市

に
お
い
て
も
、
い
つ
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
市
民
へ
の
避
難
方
法
の

周
知
や
、
学
校
に
い
る
子

供
達
の
安
全
確
保
、
登
下

校
中
の
行
動
の
指
導
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
想
定
訓
練
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
国
民

保
護
対
策
本
部
を

設
置
し
情
報
収
集
、
避
難

所
を
開
設
し
、
国
・
県
の

国
民
保
護
対
策
本
部
の
指

示
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
の

  

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

武井久司 議員

教
育
長　
学
校
で

の
取
組
は
、
避
難

経
路
、
場
所
、
手
順
等
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
避
難
訓
練
は
、

地
震
、
火
災
、
不
審
者
の

対
応
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
特

化
し
た
避
難
訓
練
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
情
勢
を
確
認
し

な
が
ら
避
難
訓
練
計
画
を

見
直
し
、
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

人
手
不
足
対
策
・

解
消
に
つ
い
て

「
２
０
２
４
年
問

題
」
に
よ
り
運
送

業
や
建
設
業
で
は
、
人
手

不
足
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
福
祉
分
野
に
お
い

て
も
人
手
不
足
が
進
み
市

民
生
活
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
市
の
発
展
を

阻
害
す
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
人
手
不
足
の

対
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
DX
）
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。

　
現
状
に
お
け
る
、
市
内

中
小
企
業
の
人
手
不
足
対

策
、
将
来
を
見
据
え
た
人

手
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
中
小

企
業
等
経
営
強
化

法
に
基
づ
き
、
導
入
促
進

計
画
の
策
定
や
先
端
設
備

等
導
入
の
推
進
、
生
産
性

の
向
上
等
人
手
不
足
対
策

と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
た
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
人
手

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
人

生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
し
、
若
者
の
転
出
超

過
の
歯
止
め
、
市
内
へ
の

就
職
、
企
業
と
の
懇
談
会

や
求
人
情
報
等
を
と
り
ま

と
め
、
若
者
の
働
く
場
所

の
支
援
、
確
保
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

６人の議員が一般質問を行いました

菊池伸浩 議員

令
和
２
年
度
か
ら

一
部
に
学
校
給
食

の
無
償
化
を
取
り
入
れ
、

現
在
は
、「
18
才
以
下
の

子
ど
も
が
２
人
以
上
の
家

庭
で
、
２
番
目
以
降
の
子

ど
も
を
無
償
に
す
る
」
と

い
う
、
一
部
無
償
化
で
す
。

こ
の
無
償
化
制
度
、
年
ご

と
に
拡
充
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
今
、
県

内
で
も
完
全
無
償
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
桜
川
市
も

そ
の
時
期
で
は
な
い
か
。

完
全
無
償
化
を
お
願
い
し

た
い
。

教
育
部
長　
令
和

２
年
度
は
、
免
除

対
象
者
を
義
務
教
育
在
学

中
の
第
３
子
以
降
を
無
償

化
、
令
和
３
年
度
か
ら
は

第
２
子
以
降
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
、
免
除
対
象
者

の
範
囲
を
18
歳
ま
で
と
し

て
広
げ
て
き
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償

化
に
つ
い
て
、
２

つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、「
自
治
体
の
先

行
」
で
無
償
化
を
実
施
し

よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

も
う
一
つ
は
、「
国
の
責

任
」
で
や
る
べ
き
と
う
い

考
え
方
で
す
。

　
「
自
治
体
先
行
」
の
考

え
方
で
は
、
岸
田
首
相

も
「
自
治
体
が
補
助
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い（
２
０
２
２
年
10
月
、

国
会
代
表
質
問
で
の
答

弁
）
と
発
言
す
る
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
常
総
市
で

は
、「
学
校
給
食
法
の
条

文
」
を
尊
重
し
て
、「
国

が
や
る
べ
き
」
と
の
考
え

で
す
。
常
総
市
議
会
は
、

「
国
が
先
導
し
て
学
校
給

食
の
無
償
化
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
」

と
い
う
要
望
を
国
と
県
に

出
す
こ
と
を
決
議
し
て
い

ま
す
。
こ
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

市
長　
こ
れ
ま
で

も
市
長
会
な
ど
の

機
会
が
あ
る
た
び
に
、
国
、

県
に
対
し
て
学
校
給
食
の

完
全
無
償
化
に
つ
い
て
働

き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

県
内
の
自
治
体
と
協
調

し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
完
全
無
償
化
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多
く
の
小
学
校
で

通
学
支
援
が
行
わ

れ
る
中
で
、
学
校
区
に

よ
っ
て
は
、
統
合
の
な
い

学
校
で
も
３
・
５
キ
ロ
を

超
え
る
通
学
距
離
に
あ
っ

て
、
通
学
支
援
が
受
け
ら

れ
ず
に
従
来
の
ま
ま
徒
歩

で
通
学
し
て
い
る
児
童
が

い
ま
す
。
こ
の
状
況
改
善

へ
の
現
状
把
握
、
検
討
を

要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

教
育
部
長　
学
校

統
合
に
よ
る
通
学

支
援
が
複
数
の
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
中
で
、
従
来

の
ま
ま
徒
歩
で
遠
距
離
を

通
学
し
て
い
る
児
童
が
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
学
校
の
適
正

配
置
を
検
討
す
る
中
で
通

学
支
援
を
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

富
谷
山
の
環
境
・

景
観

市
の
重
要
な
資
源

で
も
あ
る
富
谷
山

の
環
境
保
全
に
つ
い
て
、

許
認
可
の
内
容
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
富
谷

山
の
稜
線
に
関
し

て
は
、
２
事
業
者
の
岩
石

採
取
に
よ
る
稜
線
の
改
変

を
伴
う
こ
と
か
ら
、
茨
城

県
自
然
環
境
保
全
審
議
会

の
平
成
26
年
２
月
の
審
議

会
に
お
い
て
、
稜
線
の
改

変
を
含
め
た
山
づ
く
り
事

業
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稜
線
の
掘
削
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
10
月
26
日
に
茨

城
県
及
び
桜
川
市
と
事
業

者
の
３
者
で
現
地
立
入
り

を
実
施
し
、
地
元
住
民
に

対
す
る
懇
談
会
を
実
施
す

る
よ
う
指
導
を
行
い
、
今

後
は
地
元
住
民
に
対
す
る

懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
活
用
推
進

自
転
車
活
用
推
進

に
つ
い
て
、
発
着

地
点
で
あ
る
岩
瀬
駅
前
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
こ
れ

ま
で
岩
瀬
駅
前
周

辺
整
備
と
し
て
、
酒
蔵
を

活
用
し
た
休
憩
施
設
の
整

備
検
討
が
あ
り
ま
し
た
が
、

用
地
交
渉
が
折
り
合
わ
ず

計
画
を
断
念
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
へ
、
受
皿
の
拠
点

で
も
あ
る
岩
瀬
駅
前
周
辺

の
空
き
家
や
空
き
店
舗
な

ど
の
解
消
な
ど
包
括
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
適
正
配
置
に
関

わ
る
動
き
に
つ
い
て

・
地
区
計
画
区
域
内
緩
和
規

定
の
検
討
に
つ
い
て

・
自
転
車
を
活
用
し
た
誘
客

へ
の
取
組
に
つ
い
て

既
存
校
へ
の

　
　
通
学
支
援
の
取
組

宮
崎
県
都
城
市
で

は
、
全
国
ど
こ
か

ら
移
住
し
て
も
１
世
帯
に

５
０
０
万
円
給
付
、
子
育

て
三
ツ
星
タ
ウ
ン
・
３
つ

の
完
全
無
料
化
等
、
移
住

を
促
す
給
付
金
と
子
育
て

に
係
る
費
用
の
無
償
化
施

策
で
移
住
者
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
人
生
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
活

用
し
た
移
住
事
例
が
何
件

あ
る
の
か
、
ま
た
、
修
正

点
を
検
証
し
、
今
後
ど
う

改
善
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
茨
城
県
で
は
過

疎
地
域
に
拠
点
を
置
く
中

小
企
業
に
よ
る
長
期
イ
ン

人
口
維
持
・
増
加
を
見
据
え
た

大
胆
な
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て

中田拓也 議員

タ
ー
ン
の
受
入
支
援
を
実

施
し
ま
す
。
都
市
部
の
大

学
生
を
１
か
月
間
就
業
体

験
と
し
て
企
業
に
呼
び
込

み
、
新
た
な
事
業
に
取
り

組
む
施
策
で
す
。

　
市
内
に
参
加
企
業
は
あ

る
か
、
ど
う
運
用
さ
れ
る

か
伺
い
ま
す
。

市
長
公
室
長　
昨

年
４
月
よ
り
始
め

た
、
市
内
に
住
宅
を
取
得

し
た
方
に
基
本
30
万
円
と
、

条
件
加
算
を
加
え
て
最
大

で
２
０
０
万
円
の
助
成
が

あ
る
住
宅
支
援
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
活
用
し

た
世
帯
は
現
在
26
世
帯
で
、

う
ち
移
住
者
世
帯
は
16

世
帯
、移
住
人
数
は
52
名
、

う
ち
義
務
教
育
終
了
前
の

子
供
の
数
は
19
人
で
、
合

計
２
，
１
４
０
万
円
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
Ｈ
Ｐ
上
に

桜
川
市
定
住
移
住
促
進

サ
イ
ト
を
掲
載
し
、
移
住

者
の
声
や
移
住
支
援
情

報
を
簡
単
に
確
認
で
き
ま

す
。
ア
ク
セ
ス
数
は
７
か

月
で
４
，
６
５
０
件
程
あ

り
、
問
合
せ
も
徐
々
に
増

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
住

宅
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

が
移
住
相
談
対
応
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
県
の
長
期
学
生

受
入
支
援
は
15
社
が
参
加

し
、
市
内
で
は
農
業
法
人

１
社
が
含
ま
れ
ま
す
。
今

後
は
、
企
業
と
学
生
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
行
い
、

２
月
頃
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
も
、
今
年
度
「
し

ご
と
」
を
主
眼
に
新
組
織

を
発
足
さ
せ
、
特
に
若
者

の
転
出
超
過
に
歯
止
め
を

か
け
、
若
者
と
市
内
企
業

を
繋
ぐ
支
援
策
等
で
若
者

の
働
く
場
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
夏
休
み
の
学
童
保
育
で
昼

食
の
提
供
は
可
能
か
に
つ

い
て

・
学
校
プ
ー
ル
な
ど
施
設
の

集
約
化
の
試
行
に
つ
い
て
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約
45
年
前
か
ら
、

市
街
化
区
域
内
農

地
は
周
辺
農
地
に
比
べ
、

約
20
倍
の
固
定
資
産
税
を

課
せ
ら
れ
困
っ
て
い
る
。

市
内
の
実
態
、
生
産
緑
地

の
県
内
事
例
を
知
り
た
い
。

人
口
も
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
解
決
の
た
め
、
生
産

緑
地
制
度
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

建
設
部
長　
導
入

市
町
は
、
常
陸
太

田
市
な
ど
9
市
町
、
市
内

の
市
街
化
区
域
内
農
地
は
、

35
地
区
で
１
１
６
ha
で
す
。

今
後
、
都
市
計
画
の
情
報

収
集
に
努
め
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
常
陸

太
田
市
を
除
く
８
市
町
が

近
郊
整
備
地
帯
に
属
し
て

い
ま
す
。

市
財
務
規
則
の
物

品
保
管
書

規
則
で
購
入
し
た

物
品
を
相
手
方
に

一
時
、
預
け
る
場
合
、
物

品
保
管
書
を
取
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
運
用
の

実
態
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
今
ま

で
に
、
物
品
保
管

書
を
取
っ
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。

成
果
物
が
な
い
委

託
業
務
の
検
査

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

や
新
型
コ
ロ
ナ
の

予
約
業
務
の
よ
う
に
、
成

果
物
の
な
い
業
務
委
託
の

検
査
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

総
務
部
長　
客
観

的
な
証
拠
と
な
る

報
告
書
、
デ
ー
タ
、
写
真
、

作
業
日
報
な
ど
に
よ
り
、

業
務
の
実
績
に
つ
い
て
検

査
し
て
い
ま
す
。

米
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
実
績

米
の
返
礼
品
の
件

数
、
支
払
額
を
伺

い
た
い
。総

合
戦
略
部
長　

返
礼
品
の
支
払
額

等
は
、
売
上
げ
情
報
で
あ

り
、
企
業
秘
密
な
の
で
、

説
明
は
差
し
控
え
ま
す
。

女
性
の
模
擬
議
会

等
土
浦
市
の
女
性
模

擬
議
会
や
、
女
性

だ
け
を
対
象
に
し
た
市
政

モ
ニ
タ
ー
、
市
長
と
語
る

会
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
公
室
長　
市

政
モ
ニ
タ
ー
や
市

長
と
語
る
会
な
ど
で
、
女

性
だ
け
を
対
象
に
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

貴
重
な
意
見
と
し
て
検
討

材
料
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

生
産
緑
地
制
度
の

　
　
　
導
入
に
つ
い
て

榎戸和也 議員

イ
ー
ス
ト
サ
ン
の

友
部
地
区
で
の
森

林
伐
採
に
つ
い
て
市
長
が

初
め
て
知
っ
た
の
は
、
令

和
２
年
10
月
７
日
の
こ
と

で
あ
る
と
市
長
は
そ
れ
ま

で
説
明
し
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
令
和
３
年

３
月
議
会
で
は
、「
イ
ー

ス
ト
サ
ン
が
キ
ノ
コ
栽
培

を
す
る
の
で
あ
そ
こ
に
ト

ン
ネ
ル
の
土
を
く
れ
と
平

成
30
年
の
10
月
に
市
長
室

に
来
た
」、
ま
た
、「
そ
の

こ
と
は
市
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
に
あ
る
は
ず
だ
」
と

も
市
長
は
述
べ
た
。

　

こ
れ
は
一
般
論
で
す
。

情
報
開
示
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。
私
が
開
示
請

求
を
す
る
と
、
記
者
の
名

前
が
間
違
っ
て
い
た
と
し

て
パ
ソ
コ
ン
上
で
文
書
を

書
き
換
え
て
開
示
が
行
わ

れ
、
そ
し
て
そ
こ
に
イ
ー

ス
ト
サ
ン
の
訪
問
の
記
録

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
訊

く
。
こ
う
い
う
書
換
え
は

許
さ
れ
る
か
。

総
務
部
長　
開
示

請
求
に
対
し
書
き

換
え
な
ど
の
修
正
を
行
う

こ
と
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
案
に

つ
い
て
は
、
議
員
か
ら
開

示
に
対
す
る
不
服
審
査
請

求
が
提
起
さ
れ
、
こ
れ
に

対
し
同
審
査
会
か
ら
、「
開

示
を
受
け
る
側
か
ら
す
れ

ば
、
誤
字
の
修
正
に
際
し

て
ほ
か
の
箇
所
の
修
正
が

行
わ
れ
た
と
い
う
疑
念
を

抱
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ

の
開
示
は
極
め
て
不
適
切

で
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

市
長
が
い
つ
か
ら

イ
ー
ス
ト
サ
ン
と

繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
か

は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
文
書
の
書

換
え
は
行
政
文
書
の
改
ざ

ん
に
当
た
る
。
書
換
え
を

行
っ
た
職
員
に
対
し
、
市

は
何
ら
か
の
処
分
を
行
っ

た
か
。

市
長
公
室
長　
当

該
職
員
に
対
し
て

は
、
当
時
の
所
属
長
に
よ

り
厳
重
な
注
意
を
行
っ
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

業
務
委
託
事
業

ク
ラ
セ
ル
桜
川
へ

の
４
０
０
万
円
余

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
託

事
業
が
確
か
に
実
施
さ
れ

た
と
い
う
証
拠
は
あ
る

か
。

副
市
長　
業
務
委

託
を
し
た
側
と
し

て
配
布
内
容
の
把
握
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
点
に
つ

い
て
は
指
示
不
足
で
あ
り
、

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

情
報
開
示
の
ル
ー
ル
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　この度の能登地方を震源とする
地震により被害を受けられた皆様
に、心よりお見舞い申し上げ、お
亡くなりになられた方々のご冥福
をお祈りするとともに、ご遺族に
心からお悔やみを申し上げます。
また、被災地域の１日も早い復興
をお祈り致します。
　特別警報発令時、東日本大震災
以降使われるようになった「自身
の命を守る行動を」との呼びかけ
は、思い出すと身震いします。国

では、防災省設置などの意見も出
ています。改めて、自然災害にお
ける防災及び減災対策、災害発生
時の対応への取組の強化の重要性
を肝に銘じ、地域防災力を高め、
有事の被害を最小限に抑えられる
よう、新年からの議員活動に取り
組んでいきたいと思います。
　まずは、皆様に穏やかな日常が
早く戻りますことを祈るばかりで
す。
　　　　　　　　　　飯島　洋省

大山 訓一さん
桜川市真壁町白井

持
続
可
能
な

持
続
可
能
な

　
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

　
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

11 月

	10 日	 ジオパーク６市議会議員連盟
協議会研修会

	15 日	 SideBooks 講習会
	20 日	 	茨城県市議会議長会議員研修

会
	29 日	 	総務常任委員会・文教厚生常

任委員会・建設経済常任委員
会

	30 日	 	議会運営委員会・議会全員協
議会

12 月

5 〜 8日　第４回定例会
	 8 日	 ３合同常任委員会

　1 月

	10 日	 総務常任委員会
	16 日	 総務常任委員会・広報委員会
18〜19日　	茨城県市議会議長会定例会
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